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新しいデザインの
ちょこバスが走ります
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　４月から、 “東大和市子どもと大人のやく

そく （東大和市子ども ・ 子育て憲章）” のイ

ラスト作者がデザインを手掛けた新車両が運

行を開始します。
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４月１日㈫から子ども家庭センターを開設します
　児童福祉法の改正に伴い、 児童福祉機能 （現 ・ 子ども家庭支援センター） と母子保健機能 （現 ・ 健康推進課） を統合し、 妊娠期から18歳未満の

子どもと家庭を切れ目なく支援する 「子ども家庭センター」 を開設します。 子ども家庭センターで実施する主な事業 ・所在地等は以下のとおりです。

▷問合せ　子ども家庭支援センター☎042-565-３６５１まで。

＊＊開所日時＊　＊　月～金曜日午前８時30分～午後５時

	 	 　　（祝日、 年末年始は除く）

子ども家庭支援センターの子育て総合相談及びひとり親家庭等相談は休止となります。

なお、 かるがもひろば及び一時保育室は通常どおり運営します。

また、 ３月31日㈪に緊急を要する相談が必要な場合は下記に連絡してください。

⃝児童虐待に関する相談　児童相談所虐待対応ダイヤル 「１８９」　

⃝その他の相談　子ども家庭支援センター ・内線１７７１

一
体
的
な
支
援

一
体
的
な
支
援

子ども家庭センター
＊＊子ども家庭相談係＊＊

　　⃝子どもと家庭に関する相談　　⃝児童虐待に関する相談

　　⃝ひとり親家庭等に関する相談

　▶　▶  所在地所在地　市役所会議棟１階 （中央３-９１6-８）　市役所会議棟１階 （中央３-９１6-８）

　▶ 電話　042-565-３６５１		　▶ ファクス 042-561-３６５２

児童福祉

＊＊母子保健係＊＊

　　⃝妊娠・出産に関する相談

　　⃝乳幼児の健診、 乳幼児期の発育発達の相談

　　⃝離乳食や幼児食、 歯磨き等に関する相談

　　⃝予防接種等に関する相談

　▶　▶  所在地所在地　市立保健センター （中央３-９１８-１）　市立保健センター （中央３-９１８-１）

　▶ 電話　042-565-５２１2		　▶ ファクス　042-561-０７１１

母子保健

子ども家庭センターの子ども家庭センターの

開設準備に伴う開設準備に伴う

３月31日㈪の対応３月31日㈪の対応

　市では、 新たな財源を確保し、 持続可能な施設運営を行うとともに、 施設の魅力や市民サービスの向上を図ることを目的に、 体育施設等のネー

ミングライツ ・ パートナーを募集しました。 この度、 庁内に設置した選定審査委員会による審査を経て、 応募者との協議を行った結果、 令和7年３

月11日付けで協定を締結し、 ネーミングライツ ・パートナーが決定しましたのでお知らせします。

　今後、 体育施設等の魅力向上等を図るため、 パートナーと協力してまいりますので、 ご理解ご協力をお願いします。

▷パートナー　Ｓ＆Ｄ多摩ホールディングス株式会社

▷協定期間 （愛称使用期間）　令和7年4月1日～令和12年3月31日 （5年間）

体育施設等の新しいネーミングライツ・パートナーが決定しました

▷命名権料　年額100万円 （期間合計500万円）

▷問合せ　企画政策課 ・内線1421まで。

施設正式名称

愛称

東大和市民プール

東大和Ｓ＆Ｄプール
東大和市上仲原公園野球場

（陸上競技場を含む）

Ｓ＆Ｄ上仲原野球場

東大和市立桜が丘市民広場

Ｓ＆Ｄフィールド桜が丘
東大和市上仲原公園テニスコート

Ｓ＆Ｄ上仲原テニスコート
東大和市民体育館

東大和Ｓ＆Ｄ体育館
※体育施設等の看板は、 ４月１日以降順次差し替わる予定です。

４月１日㈫から体育施設等の愛称が変わります
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　市では、 コンビニエンスストアにおける証明書の交付件数の増加市では、 コンビニエンスストアにおける証明書の交付件数の増加

やオンライン申請の拡大等、 代替手段が進んでいるため、やオンライン申請の拡大等、 代替手段が進んでいるため、 令和６年令和６年

度末をもって土曜開庁を終了し、 令和７年度から新たに平日夜間開度末をもって土曜開庁を終了し、 令和７年度から新たに平日夜間開

庁を実施します庁を実施します。。

平日夜間開庁の実施

令和７年度

市民課、 保険年金課、 子育て支援課平日夜間開庁の実施課

※	詳細は、 市のホームページ （右の二次元コードから

アクセス可） をご覧ください。

開庁時間 午後５時～７時

企画政策課 ・内線１４２１まで。問合せ

水曜日午後５時～７時土曜日午前８時30分～正午

開庁曜日 毎週水曜日（祝日、 年末年始は除く）

※４月２日㈬から実施します。

　固定資産税の納税者の方は、 所有する資産が他の資産と比較して適正に評価されているか確認していただくため、 次のとおり東大和市内の資産の

評価額等を 「縦覧」 できます。 また、 借地人、 借家人の方も、 該当する資産に限り、 評価額等を 「閲覧」 できます。

令和７年度固定資産の価格等縦覧・閲覧

固定資産の価格等の閲覧

閲覧できる方 閲覧できる項目 手数料

当該資産の納税義務者

土地・家屋名寄帳 （土地の所在、 地番、 地目、 地積、 価格、 課税標準額等と家屋の所在、 家

屋番号、 建築年月、 種類、 構造、 床面積、 価格、 課税標準額等を記載したもの） 及び償却資

産課税台帳の写し

縦覧期間中は無料、

期間外は300円

借地人 借りている土地の所有者、 所在、 地番、 地目、 地積、 価格、 課税標準額

300円
借家人

借りている家屋の所有者、 所在、 家屋番号、 建築年月、 種類、 構造、 床面積、 価格、 課税

標準額及びその敷地である土地の所有者、 所在、 地番、 地目、 地積、 価格、 課税標準額

▷期間　【縦覧】 ４月１日㈫～６月２日㈪ （土・日曜日、 祝日は除く）

　　　　　　【閲覧】 ４月１日㈫から （土 ・日曜日、 祝日は除く）

▷場所　課税課 （市役所１階）

▷問合せ　【土地に関すること】 課税課・内線1057まで。

　　　　　　　【家屋に関すること】 課税課・内線1060まで。

申請者の種別 持ち物

申請者が個人で、 本人の

場合

運転免許証、 パスポート、 マイナンバーカードなどの本人確認ができるもの

※	借地 ・借家人の方が価格等の閲覧をするためには、 借地 ・借家人を示す賃貸借契約書等の書類が必要です。

申請者が個人で、 本人以

外の場合

閲覧の対象となる固定資産を特定し、 かつ閲覧に関する代理権限を授与されたことを証する書類及び代理人本人である

ことが確認できるもの （運転免許証等）

申請者が法人の場合

（法人の使者による場合）

当該法人が作成した委任状または代理人選任届 （法人の代表者印が押印されたもの）、 社員証及び使者本人であること

が確認できるもの （運転免許証等）

縦覧帳簿の種類 縦覧できる方 記載されている項目 手数料

土地価格等縦覧帳簿
市内に所在する土地に対して固定資産税が課

税されている納税者
所在、 地番、 地目、 地積、 価格

無料

家屋価格等縦覧帳簿
市内に所在する家屋に対して固定資産税が課

税されている納税者

所在、家屋番号、建築年月、 種類、 構造、 床

面積、 価格

固定資産の価格等の縦覧

縦覧 ・閲覧時の持ち物

固定資産の価格等を確認できます

　４月１日㈫から、 市の組織を改正します。

　「未来につながる市政」 を目指し、 政策の一層の推進を図るため、 部

の統合等により連携を強化し、 事務事業を効果的に進める本格的な体

制を整備します。

▷問合せ　企画政策課 ・内線１４２１まで。

４月１日㈫から
市の組織を改正します

【主なフロアの変更】

現在

場所 課名 事業

３階 産業振興課

商工

農政

観光

５階 生涯学習課

平和事業

スポーツ振興

社会教育、文化振興

令和７年度

課名 場所

地域活性課 ４階

スポーツ観光課
３階

市民生活課
（旧地域振興課）

生涯学習課
（旧中央公民館）

中央
公民館

【主な改正内容】
⃝地域福祉部と健幸いきいき部を統合し、 健幸福祉部を設置

⃝�総務部職員課及びデジタル推進課を政策経営部人事課及びＤＸ課と

して設置

⃝�産業振興課の一部を再編し、 地域活性

課を設置

⃝�産業振興課と生涯学習課の一部を再編

し、 スポーツ観光課を設置

⃝�子ども家庭支援センターと健康推進課

の一部を再編し、 子ども家庭センター

を設置

令和7年10月1日を基準日として実施される国勢調査の調査員を募集しています。多くの皆さんの応募を
お待ちしています／問合せ　総務課・内線1312まで国勢調査員を募集しています

3 令和７・３ ・１５ 東やまと市報 市役所☎042−563−2111（代）
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▷▷問合せ問合せ　都市基盤課 ・内線１２５６まで。　都市基盤課 ・内線１２５６まで。ちょこバスちょこバスに関するお知らせに関するお知らせ

　３月26日㈬～４月６日㈰、 小学生は通常運賃

90円のところ、 50円 （現金のみ） で、 ちょこバ

スに乗ることができます。

　この機会にぜひご利用ください。

春休み期間、
小学生はちょこバスに
現金50円で乗車できます　４月から運行を開始する新車両は “東大和市子どもと大人のやくそく （東大

和市子ども ・ 子育て憲章）” のイラスト作者がデザインを手掛け、 豊かな自然

に恵まれ、 子育てしやすく住みやすい東大和市の魅力を表現しています。

　皆さんの身近な交通手段と

して、 ちょこバスの応援を引

き続きお願いします。

新しいデザインのちょこバスが走ります

休館期間 対象施設 休館期間の代替措置

６
月
１
日
㈰
～
12
月
31
日
㈬

上北台

市民センター

学童保育所第十クラブ 	学童保育所 ・ ランドセル来館は第十小学校の

教室で実施

児童館事業は旧みのり福祉園で実施

かみきただい児童館

(ランドセル来館)

上北台公民館 他の公民館等を使用

上北台老人福祉館 他の老人福祉館等を使用

選挙時 （第１０投票所） 第十小学校の体育館を使用

向原

市民センター

学童保育所第五クラブ
西側の工事期間中は、 学童保育所 ・ 児童館事

業を東側の地区会館側で実施
むこうはら児童館

(ランドセル来館)

向原地区会館 他の地区会館等を使用

向原老人福祉館 他の老人福祉館等を使用

選挙時 （第８投票所） 向原地区会館またはハミングホールを使用

８
月
１
日
㈮
～
　
　

　
　
　
12
月
31
日
㈬

清原

市民センター

清原地区会館 他の地区会館等を使用

清原老人福祉館 他の老人福祉館等を使用

清原図書館
新堀地区会館ロビーを予約図書等の受渡で

使用

※	収納 ・ 証明書等発行については、 市役所や最寄りの金融機関、 コ

ンビニエンスストアをご利用ください。
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市
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び
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
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調

及
び
照
明
設
備
等
更
新
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
い
ず
れ
の
施
設

も
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
廊
下
を

含
む
工
事
対
象
箇
所
の
天
井
及

び
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管
等
の
撤
去
作
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ら
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の
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す
。

　
ご
不
便
を
お
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す
が
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ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
休
館
期
間
・
休
館
期
間
の
代

替
措
置　
左
表
の
と
お
り

▽
問
合
せ

【
工
事
内
容
・
地
区
館
】
地
域

振
興
課（
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
）

☎
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―
564
―
２
９
４
０
ま
で
。

【
学
童
保
育
所
・
児
童
館
】
青

少
年
課
・
内
線
１
７
４
２
ま
で
。

【
図
書
館
】
中
央
図
書
館
☎
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―
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―
２
４
５
４
ま
で
。

【
公
民
館
】
中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

　
日
本
は
平
均
寿
命
が
80
歳
を

超
え
る
長
寿
国
で
す
。

　
市
の
高
齢
化
率
は
27
％
を
超

え
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
展
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
心
豊
か
な
人
生
を
送
る

た
め
に
、
将
来
の
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が
一
の
時

に
備
え
て
、
家
族
や
信
頼
で
き

る
方
等
と
一
緒
に
、「
人
生
会

議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」
を
し
て
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ま

せ
ん
か
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◎
「
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」

と
は

　
「
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア

ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）」
と
は
、
皆
さ
ん
や
皆

さ
ん
の
大
切
な
人
が
、
あ
ら
か

じ
め
家
族
や
親
し
い
人
、
か
か

り
つ
け
医
師
等
の
信
頼
で
き
る

方
と
一
緒
に
、
本
人
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
や
、
人
生
の
最

期
を
ど
こ
で
暮
ら
し
た
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
治
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
い
か
等
を
繰
り

返
し
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
進

め
方
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
「
私
の
在
宅
療
養
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
公
開
中

　
市
で
は
、
医
療
・
介
護
の
専

門
職
が
一
丸
と
な
っ
て
、
在
宅

医
療
と
在
宅
介
護
の
提
供
体
制

の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
の
一
貫
と
し
て
、

高
齢
の
方
が
在
宅
で
療
養
す
る

際
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
ま
と

め
た
「
私
の
在
宅
療
養
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
～
住
み
慣
れ
た
東
大
和

市
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

～
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。「
人
生
会

議
」
を
す
る
際
に
も
、
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

　
認
知
症
や
高
齢
の
方
を
介
護

し
て
い
る
方
が
集
う
場
と
し
て

「
東
大
和
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

ほ
の
ぼ
の
」
を
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
事
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
気
持
ち

を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。

　
今
月
は
医
師
へ
直
接
相
談
や

質
問
が
で
き
る
「
医
師
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
介
護
中
の
方
、
介
護
が
必
要

な
方
、
認
知
症
や
介
護
に
関
心

の
あ
る
市
民
の
方
も
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
方

▽
日
時　
３
月
27
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る

※
公
共
交
通
機
関
等
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
費
用　
無
料
（
お
茶
を
注
文

す
る
場
合
は
200
円
）

▽
問
合
せ　
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
☎
042
―
516
―
３

９
８
２
へ
。

　
令
和
７
年
度
の
利
用
券
（
４

月
１
日
以
降
利
用
可
能
な
券
）

を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
及

び
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請
を
し

て
い
る
方

▽
交
付
日　
３
月
27
日
㈭
か
ら

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

※
４
月
上
旬
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
急
を
要
し
な
い
方

は
、
４
月
上
旬
を
避
け
た
来
庁

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）

※
４
月
12
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
正
午
は
、
清
原
市
民
セ
ン
タ

ー
で
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
交
付
に
必
要
な
も
の　
東
大

和
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
証

（
ク
リ
ー
ム
色
）

※
令
和
６
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
（
ピ
ン
ク
色
）
は
、
４

月
１
日
以
降
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
利
用
券
が
残
っ
て
い
る
場

合
は
、
窓
口
で
回
収
し
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
に

よ
り
納
付
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、４
月
以
降
の
年
金
か
ら「
仮

徴
収
」
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
後
、
年
間
の
保
険
料
か
ら

仮
徴
収
額
を
除
い
た
額
を
10
月
、

12
月
、
翌
年
２
月
に
徴
収
し
ま

す
。

※
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所

得
で
決
定
し
ま
す
。
令
和
７
年

度
の
介
護
保
険
料
は
、
６
月
末

ま
で
に
決
定
し
、
７
月
上
旬
に

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼

特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
年
金　
４・６・

８
月
支
給
分
の
年
金

▽
仮
徴
収
額　
各
月
と
も
令
和

７
年
２
月
分
の
介
護
保
険
料
と

同
額

※
８
月
分
は
、
通
知
の
う
え
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
令
和
７
年
度
か
ら
徴
収
方
法

が
特
別
徴
収
に
変
更
と
な
る
方

　
特
別
徴
収
す
る
介
護
保
険
料

の
額
等
を
通
知
す
る
「
特
別
徴

収
（
仮
徴
収
）
開
始
通
知
書
」

を
仮
徴
収
開
始
前
に
送
付
し
ま

す
。

※
令
和
６
年
度
以
前
か
ら
継
続

し
て
特
別
徴
収
の
方
に
は
、
通

知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　
介
護
保
険
課
・
内

線
１
１
３
６
ま
で
。

上
北
台
・
向
原
・
清
原

市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
「
人
生
会
議
」
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

ケ
ア
ラ
ー
ズ

カ
フ
ェ

４
月
１
日
以
降
に
使
え
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券の

交
付

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
を

４
月
以
降
の
年
金
か
ら
行
い
ま
す



武蔵
大和駅
武蔵
大和駅

多摩湖多摩湖

村山貯水池
駐在所
村山貯水池
駐在所

車両片側通行止め区間

交通規制迂回路

多摩湖周回コース

公園周回コース

多摩湖方面から
武蔵大和駅方面に
向かう場合に、
迂回が必要となります

多摩湖駅多摩湖駅

都
立
狭
山
公
園

都
立
狭
山
公
園

▲交通規制案内図

回 期日 内容

５月８日㈭ 慣らし保育 （午前10時～11時30分）

１ ５月１５日㈭ はじめまして！ワークショップ

２ ５月２２日㈭ 子どものツボ押し

3 ５月２９日㈭ 見つめよう、 今、 目の前にある大切なものを

４ ５月３１日㈯  家族で聴こう！誕生のおはなし

５ ６月５日㈭ 耳ツボジュエリー

６ ６月１２日㈭ 　振り返り学習

６月１９日㈭ 保育懇談会

　どの番組も前半に星座解説があります。 メガスターの星空をお楽しみ

ください。 投影時間は45分程度。 投影途中での入退場はできません。

▷期間　３月15日㈯～６月８日㈰　（休館日は除く）

▷場所　郷土博物館プラネタリウム

▷定員　各回100人 （先着順。 券売機でお求めください）

▷観覧料　大人300円、 小 ・ 中学生100円、 未就学児は無料

　宇宙船レオに乗って、 宇宙パトロールへ出かけます。 目的地は最初に太陽系

を飛び出したボイジャー１号！旅の途中で様々なトラブルが起こります。

▷投影日時　 土 ・ 日曜日、 祝日午前11時から

※３月25日㈫～４月４日㈮は平日 （休館日を除く） も午前11時から投影します。

こども番組　宇宙船レオの大冒険

プラネタリウム春番組プラネタリウム春番組

　森の妖精クルムカとその友達キッピ―は、 星を観測するエルフ先生から学ぶ

うちに宇宙へ行ってみたくなりました。 一緒に太陽系の旅へ出発します。

▷投影日時　 土 ・ 日曜日、 祝日午後１時から

特別番組　クルムカとマジックロケット

　小惑星探査機 「はやぶさ」 「はやぶさ２」 の技術を受け継いで、 火星の衛星

フォボスに着陸して、 サンプルを持ち帰るという空前のミッションを紹介します。

▷投影日時　 平日、 土 ・ 日曜日、 祝日午後３時から

一般番組　ＭＭＸ火星衛星探査計画

郷土博物館からのお知らせ

　カワセミやコサギなど、 野鳥観察を楽しみ

ませんか。 お昼前に解散予定です。

▷期日　４月６日㈰

▷集合　午前９時30分 ・ 武蔵大和駅下

▷観察場所　空堀川

▷案内　郷土博物館職員

▷持ち物　筆記用具 ・ 双眼鏡

　故 野澤茂先生は公立小学校の教員を務め

る傍ら、 郷土史の研究も行い、 各地の凧を

作成しました。 野澤茂先生の紹介とともに

様々な凧を展示します。

▷期間　３月20日（祝日）～５月11日㈰

▷時間　午前９時～午後５時

▷場所　郷土博物館

自然観察会自然観察会
「空堀川の鳥たち」「空堀川の鳥たち」

▷休館日　月曜日 （５月５日は開館）、 ３月21日㈮、 ４月30日㈬、 ５月７日㈬

▷問合せ　郷土博物館☎042-567-4800まで。

たこたこあがれ!たこたこあがれ!
～野澤茂コレクション～～野澤茂コレクション～

企画展示

5 令和７ ・３・１５
東やまと市報

市役所☎042−563−2111（代）5 令和７・３ ・１５ 東やまと市報 市役所☎042−563−2111（代）

　
心
身
を
整
え
て
自
分
自
身
を

労
わ
る
時
間
を
つ
く
る
子
育
て

講
座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
期
日
・
内
容　
左
表
の
と
お

り▽
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
定
員　
12
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
、
保
育
室
未
経
験
者
を

優
先
し
抽
選
）

▽
講
師　
富
樫
藍
氏
（
女
性
と

子
供
専
門
鍼
灸
院
「
癒
鍼
」
院

長
）、
青
木
千
景
氏
（
い
の
ち

の
語
り
部
）

▽
費
用　
300
円
（
第
５
回
講
座

耳
ツ
ボ
ジ
ュ
エ
リ
ー
代
）

【
保
育
に
つ
い
て
】

▽
対
象　
令
和
７
年
１
月
８
日

以
前
生
ま
れ（
満
４
か
月
以
上
）

の
首
が
す
わ
っ
て
い
る
乳
幼
児

▽
定
員　
10
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
、
抽
選
）

▽
申
込
み　
４
月
18
日
㈮
ま
で

に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス

可
）、
中
央
公
民
館
☎
042
―
564

―
２
４
５
１
ま
で
電
話
ま
た
は

来
館

　
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
と
地

域
社
会
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
民
生
委
員
活
動
に
興

味
の
あ
る
方

※
新
任
の
方
は
72
歳
未
満
（
令

和
7
年
12
月
1
日
時
点
）

▽
日
時　
３
月
25
日
㈫
午
後
６

時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
問
合
せ　
福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

　
市
で
は
、
第
35
回
多
摩
湖
駅

伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
催

当
日
は
、
多
摩
湖
外
周
道
路
の

一
部
の
区
間
で
車
道
の
片
側
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

多
摩
湖
自
転
車
歩
行
者
道
に
つ

い
て
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確

保
の
た
め
、
一
時
的
に
通
行
の

制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　
３
月
20
日
（
祝
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
頃

▽
交
通
規
制
区
間　
下
図
の
と

お
り

▽
交
通
規
制
の
対
象　
多
摩
湖

外
周
道
路
を
走
行
す
る
車
両
、

自
転
車
等

▽
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

　
市
内
体
育
施
設
利
用
料
金
の

減
額
及
び
免
除
を
希
望
す
る
団

体
は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
と

し
て
の
承
認
が
必
要
で
す
。　

　
令
和
７
年
度
に
社
会
教
育
関

係
団
体
と
し
て
承
認
を
希
望
す

る
団
体
は
、
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
で
組
織
さ
れ
、
う
ち
市
内
在

住
者
が
半
数
を
超
え
て
お
り
、

活
動
が
広
く
市
民
に
開
放
さ
れ

て
い
る
団
体

※
子
ど
も
料
金
対
象
団
体
及
び

東
大
和
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟

団
体
は
対
象
外
で
す
。

▽
申
請
方
法　
４
月
10
日
㈭
～

５
月
10
日
㈯
に
、
必
要
書
類
を

東
大
和
市
民
体
育
館
に
提
出

▽
提
出
書
類　
①
社
会
教
育
関

係
団
体
承
認
申
請
書
、
②
団
体

規
約
、
③
構
成
員
名
簿
（
役
員

中
央
公
民
館
主
催
保
育
付
講
座

毎
日
が
も
っ
と
き
ら
め
く
！

耳
ツ
ボ
と
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座

民
生
委
員
・

児
童
委
員
に

興
味
の
あ
る
方
へ

多
摩
湖
駅
伝
大
会
開
催
に
伴
う

交
通
規
制

の
実
施

体
育
施
設
利
用
料
金

減
額
・
免
除
の
申
請

名
簿
及
び
会
員
名
簿
）、
④
令

和
６
年
度
事
業
実
績
書
及
び
収

支
決
算
書
、
⑤
令
和
７
年
度
事

業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

※
申
請
書
等
は
、
東
大
和
市
民

体
育
館
、
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ （
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
で

ア
ク
セ
ス
可
）

で
入
手
で
き
ま

す
。

▽
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。



放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅から概
ね800メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　都市基盤課・内線1256まで

※
凡
例　

場
所
、

講
師
、

費
用
（
記
載
な
し
は
無
料
）、

入

会
金
、

月
会
費
、
年
会
費
、

持
ち
物
、

問
合
せ
、

申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事

の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
の
問
合
せ
は
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１

ま
で
。

■
祝
日
等
歯
科
応
急
診
療

◦
３
月
20
日
㈭
：
さ
か
え
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
南
街
５
―
７
―

８
栄
ビ
ル
101
）
☎
042—

567
―
３

９
５
０

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
／
受
診
前
に
必
ず
実

施
歯
科
医
療
機
関
ま
で
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
／
市
内
の
歯
科

医
療
機
関
に
よ
る
輪
番
制
の
た

め
、
毎
回
診
療
場
所
が
異
な
り

ま
す
。

◉
以
下
の
実
施
場
所
に
つ
い
て

は
「
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
」

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
／
４
月
２
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午
（
事
前
予
約

制
）

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　
偶
数
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
／

４
月
３
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

11
時
／
バ
ス
タ
オ
ル
（
必
要
に

応
じ
て
、着
替
え
や
オ
ム
ツ
等
）

／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

形
成
を
図
る
た
め
、
生
産
緑
地

地
区
の
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
都
市
計
画
決
定
を

行
う
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指

定
申
請
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
／
申
請
期
間

４
月
１
日
㈫
～
５
月
30
日
㈮
／

申
請
場
所　

都
市
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）
／
詳
細
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス

可
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
都
市

づ
く
り
課
・
内
線
１
２
５
５
ま

で
。

■
地
域
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら

せ◎
第
三
次
東
大
和
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
「
令
和
５
年
度

年
次
報
告
書
」
の
公
表

　
市
で
は
、
第
三
次
東
大
和
市

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
に
お
け
る

推
進
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
３
月
20
日
（
祝
日
）

か
ら
公
表
し
ま
す
／
報
告
書
の

閲
覧・配
布　
地
域
振
興
課（
市

役
所
３
階
）、
市
役
所
１
階
入

口
ホ
ー
ル
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館
（
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）
／
地

域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
１
ま

で
。

◎
自
治
会
活
動
の
紹
介

　
東
大
和
市
の
各
自
治
会
が
取

り
組
む
伝
統
行
事
や
防
災
訓
練
、

清
掃
活
動
等
、
様
々
な
地
域
活

動
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
お
届
け

し
ま
す
。
友
好
都
市
の
喜
多
方

展
も
同
時
開
催
し
ま
す
／
３
月

17
日
㈪
～
31
日
㈪
の
開
庁
時
間

／
場
所　
市
役
所
１
階
入
口
ホ

ー
ル
／
地
域
振
興
課
・
内
線
１

■
個
人
情
報
保
護
審
議
会
を
傍

聴
で
き
ま
す

　
３
月
26
日
㈬
午
後
７
時
～
８

時
／
場
所　
市
役
所
会
議
棟
第

８
会
議
室
／
傍
聴
人
の
定
員　

５
人
（
先
着
順
）
／
手
話
通
訳

３
月
21
日
㈮
ま
で
に
申
込
み
／

総
務
課
・
内
線
１
３
２
１
、
フ

ァ
ク
ス
042
─
563
─
５
９
３
１
ま

で
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
が
提

出
で
き
ま
す

　
市
外
へ
の
引
越
し
（
国
外
転

出
を
除
く
）
を
す
る
場
合
、
電

子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
転
出
の
届
出
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
東
大

和
市
役
所
へ
の
来
庁
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
（
転
入
先
市
区

町
村
窓
口
へ
の
手
続
き
は
必
要

で
す
）
／
市
民
課
・
内
線
１
０

１
７
ま
で
。

■
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定

申
請
受
付

　
市
で
は
、
市
街
地
に
お
け
る

農
地
の
計
画
的
な
保
全
・
活
用

を
図
り
、
良
好
な
都
市
環
境
の

７
１
５
ま
で
。

◎
自
治
会
加
入
の
す
す
め

　
自
治
会
は
、
地
域
で
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
、
安
心
安

全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
、
自
治
会
の
加
入
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
に
入

り
た
い
、
新
し
く
自
治
会
を
設

立
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
地
域
振
興

課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

■
交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ

と
共
済
」

　
令
和
７
年
度
の
交
通
災
害
共

済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
／
市
内
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
／
対
象
と

な
る
交
通
災
害　
日
本
国
内
で

発
生
し
た
、
交
通
機
関
の
交
通

に
よ
る
人
身
事
故
（
事
故
の
相

手
方
の
損
害
を
補
償
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
／
掛
け
金

（
年
額
）　
Ａ
コ
ー
ス
：
１
０

０
０
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
：
500
円
／

見
舞
金　
Ａ
コ
ー
ス
：
傷
害
の

場
合
は
４
万
～
34
万
円
・
死
亡

の
場
合
は
300
万
円
、Ｂ
コ
ー
ス：

傷
害
の
場
合
は
２
万
～
17
万
円
、

死
亡
の
場
合
は
150
万
円
（
両
コ

ー
ス
と
も
、
会
員
が
交
通
災
害

で
死
亡
し
た
と
き
、
中
学
生
以

下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、

年
額
12
万
円
の
交
通
遺
児
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
）
／
共
済
期

間　
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３

月
31
日
／
加
入
申
込
方
法　
市

内
の
銀
行
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

除
く
）、信
用
金
庫
、信
用
組
合
、

東
京
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
、

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
（
７
月
31

日
㈭
ま
で
）、
都
市
基
盤
課（
市

役
所
２
階
）
／
詳
細
は
、
１
月

下
旬
か
ら
戸
別
配
布
し
た
加
入

申
込
書
ま
た
は
、
ち
ょ
こ
っ
と

共
済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
都
市
基
盤
課
・
内

線
１
２
５
６
ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎
仕
事
の
受
注

　
屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
せ
ん

定
、
除
草（
一
部
地
域
を
除
く
）、

家
事
（
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
づ

く
り
）、
襖
・
障
子
・
網
戸
張

り
替
え
、
蜂
の
巣
駆
除
、
チ
ラ

シ
配
布
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ

ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）、
一
般
事

務
補
助
、
毛
筆
宛
名
・
賞
状
書
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
（
掃
除
・
買
物
・
調
理
・

洗
濯
等
）
な
ど
、
困
り
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

料
金
は
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

◎
会
員
募
集

　
仕
事
は
、
除
草
、
植
木
せ
ん

定
、
家
事
（
掃
除
・
洗
濯
・
食

事
づ
く
り
）、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
管
理
、
建
物
清
掃
、

自
転
車
等
駐
輪
指
導
、
チ
ラ
シ

配
布
、
カ
ー
ト
片
付
け
、
プ
ラ

ご
み
選
別
作
業
、
保
育
補
助
な

ど
で
す
。
市
内
に
居
住
す
る
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を

理
解
し
、
賛
同
す
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
会
員
登
録
で

き
ま
す
。
入
会
方
法
は
、
お
問

い
合
わ
せ
、
ま
た
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
０
５
３
１

へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
「
あ
ん
し

ん
東
大
和
権
利
擁
護
支
援
検
討

会
議
」

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
等
が
、
意
見
・
助
言
を

行
い
な
が
ら
、
支
援
を
必
要
と

す
る
方
と
支
援
者
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
／
福
祉
関
係
機
関
等
の

支
援
者
及
び
後
見
人
等
の
就
任

者
／
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
か
ら
／
社
会
福
祉
協
議

会
あ
ん
し
ん
東
大
和
☎
042
―
590

―
０
０
１
８
、
フ
ァ
ク
ス
042
―

564
―
３
６
８
０
へ
。

■
会
員
募
集
（
花
葉
心
雑
草
の

会
）
／
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時

～
11
時
／

都
立
東
大
和
南
公

園
／
花
壇
の
手
入
れ
／

都
立

東
大
和
南
公
園
☎
042
―
562
―
１

４
９
８
へ
。

■
は
じ
め
て
の
太
極
拳
体
験
会

（
白
鶴
の
会
）
／
３
月
16
日
・

23
日
・
30
日
の
日
曜
日
午
後
１

時
～
２
時
30
分
（
３
回
の
う
ち

１
回
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）
／

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
ゆ
っ

く
り
動
い
て
健
康
を
保
つ
太
極

拳
の
初
歩
／
室
内
運
動
靴
／

３
月
30
日
㈰
ま
で
に
岡
本
☎

090
―
１
４
３
１
―
９
５
９
４
へ
。

■
第
２
回
婚
活
電
話
相
談
会

（
東
大
和
婚
活
応
援
団
）
／
結

婚
を
希
望
す
る
方
、
そ
の
家
族

／
３
月
17
日
㈪
～
25
日
㈫
午
前

10
時
～
午
後
７
時
／
婚
活
に
関

す
る
相
談
を
電
話
で
受
付
（
活

動
の
協
力
者
も
募
集
中
）
／

髙
井
☎
090
―
４
７
１
５
―
５
８

９
７
へ
。

■
コ
ー
ラ
ス
ハ
ミ
ン
グ
第
９
回

コ
ン
サ
ー
ト
（
コ
ー
ラ
ス
ハ
ミ

ン
グ
）
／
３
月
20
日
（
祝
日
）

午
後
１
時
～
２
時
30
分
／

ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
200
人
（
先
着

順
）
／
女
性
合
唱
「
ウ
ィ
ー
ン

の
恋
と
酒
の
物
語
」
／

角
岳

史
（
指
揮
）
／

竹
内
☎
080
―

１
１
５
４
―
６
９
６
５
へ
。

地域活性化包括連携協定を締結しました

▷問合せ　企画政策課・内線1421まで。

　市は２月18日、日本郵便株式会社と地域活性化包括連携協定
を締結しました。今後は、日本郵便株式会社と連携し、双方が有
する情報やネットワークを活用することにより、協働して地域の
課題解決を図ってまいります。

① 地域や暮らしの安心・安全に関すること。
② 防災・災害対策に関すること。
③ 産業振興及び観光振興に関すること。
④ 環境対策に関すること。
⑤ 子育て支援・青少年育成に関すること。
⑥ 高齢者支援に関すること。
⑦ その他、地域の活性化及び市民サービスの向上に関すること。

■ ■ ■ 　連携事項　■ ■ ■
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▽
問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

医師会コーナー

市税・国民健康保険税は「地方税お支払サイト」を利用して24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで

れ
た
除
菌
・
ウ
イ
ル
ス
除
去
ス

プ
レ
ー
「D

r.CLEAN
⁺

」
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

※
納
税
課
で
は
、
電
話
に
よ
る

納
税
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
税
課
専
用
番
号
（
☎
042
―
566

―
８
５
５
１
）
か
ら
着
信
が
あ

っ
た
場
合
は
、
折
り
返
し
お
電

話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　
納
税
課
・
内
線
１

０
９
１
ま
で
。

　
土
曜
開
庁
に
伴
う
収
納
窓
口

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

※
土
曜
収
納
窓
口
は
、
３
月
29

日
で
終
了
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　
毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
（
祝

日
を
除
く
）

【
市
税
の
支
払
方
法
を
口
座
振

替
に
し
て
、
支
払
い
忘
れ
に
よ

る
延
滞
金
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し

ま
せ
ん
か
】

　
納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。
お
申
込

み
の
方
に
、
企
業
よ
り
寄
贈
さ

　
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
が
で
き
ま
す
。 

■
介
護
者
の
集
い
会
（
介
護
者

の
集
い
東
大
和
）
／
介
護
中
ま

た
は
介
護
経
験
者
の
方
、
関
心

の
あ
る
方
／
３
月
20
日（
祝
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
／

仲
原
集
会
所
／
介
護
に
関
す

る
情
報
交
換
、
経
験
談
な
ど
／



100
円
／

飲
み
物
／

前
日

ま
で
に
田
村
☎
090
―
５
３
０
８

―
６
６
３
８
へ
。

■
「
表
示
登
記
の
日
」
無
料
相

談
（
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会

立
川
支
部
）
／
４
月
２
日
㈬
午

後
１
時
～
４
時
／

中
央
公
民

館
／
土
地
・
建
物
の
調
査
・
測

量
、
境
界
問
題
及
び
不
動
産
の

表
示
に
関
す
る
登
記
の
無
料
相

談
／

伊
東
☎
042
―
840
―
９
７

５
３
へ
。

■
第
51
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
【
個
人
戦
】（
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
）
／
一
般
男
女
、

中
学
生
／
４
月
６
日
㈰
午
前
８

時
～
午
後
６
時
（
予
備
日
：
13

日
㈰
）
／

東
大
和
市
上
仲
原

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
60
人

（
申
込
順
）
／
２
人
１
組
の
個

人
戦
／
千
円（
１
組
に
つ
き
）

／

３
月
26
日
㈬
ま
で
に
山
本

☎
080
―
１
２
２
４
―
３
５
６
５

へ
。

■
令
和
７
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
推
進
標
語
の
募
集

　
国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

の
一
環
と
し
て
、
推
進
標
語
を

広
く
一
般
か
ら
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
国
土
交
通
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
応
募
期
間　
３
月
21
日
㈮

ま
で
（
当
日
必
着
）
／

国
土

交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理

課
☎
03
―
５
２
５
３
―
８
１
１

１
へ
。

■
「
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
運
営
会
議
」
公
募
委

員
の
募
集

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
運
営
に
関
す
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
審
議
を
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
／
応
募
資
格

東
京
都
内
に
住
所
を
有
す
る
満

18
歳
以
上
の
方
（
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
）
／
募
集
人
数　

２
人
／
応
募
期
間　
３
月
17
日

㈪
～
４
月
16
日
㈬
／
任
期　
７

月
１
日
～
令
和
９
年
６
月
30
日

／
応
募
方
法　
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
東
京
い
き
い
き
ネ
ッ

ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
募
集

要
項
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
／

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
03
―
３
２
２
２
―
４

５
０
５
へ
。

■
国
際
電
話
番
号
を
使
っ
た
詐

欺
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
東
大
和
警
察
署
管
内
で
は
、

国
際
電
話
番
号
を
使
っ
た
詐
欺

電
話
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
電

話
会
社
な
ど
を
騙
り
、「
料
金

の
未
納
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
と

自
動
音
声（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

で
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
名

義
の
携
帯
電
話
が
犯
罪
に
使
わ

■
可
燃
ご
み
処
理
の
広
域
支
援

に
つ
い
て

　
東
大
和
市
か
ら
出
る
可
燃
ご

み
を
焼
却
処
理
し
て
い
る
小

平・村
山・大
和
衛
生
組
合
（
小

平
市
中
島
町
）
で
は
、
10
月
か

ら
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
の
稼

働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
令
和
３
年
度
か
ら
、

多
摩
地
域
の
他
の
市
町
村
等
の

ご
み
焼
却
施
設
（
柳
泉
園
組
合
、

ふ
じ
み
衛
生
組
合
、
西
多
摩
衛

生
組
合
）
で
可
燃
ご
み
の
一
部

を
処
理
（
広
域
支
援
）
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
度
で
広
域
支
援
を
終
了
し

ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減

量
・
分
別
の
徹
底
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
／

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

☎
042
―
341
―
４
３
４
５
へ
。

れ
て
い
ま
す
」「
あ
な
た
も
共

犯
者
と
し
て
名
前
が
浮
上
し
て

い
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と
逮
捕
さ

れ
ま
す
」
と
不
安
を
あ
お
り
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し

ま
す
／
詐
欺
犯
人
か
ら
の
電
話

を
受
け
な
い
た
め
に
、
家
の
固

定
電
話
に
か
か
っ
て
く
る
国
際

電
話
（
最
初
に
『
＋
』
が
表
示

さ
れ
る
番
号
）
を
休
止
し
ま
し

ょ
う
。
固
定
電
話
の
国
際
電
話

休
止
の
申
し
込
み
は
、
警
察
署
、

交
番
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
続
き
に
は
、
契
約
者
氏
名
、

電
話
番
号
、
印
鑑
（
署
名
で
も

可
）
が
必
要
で
す
。
携
帯
電
話

で
の
国
際
電
話
等
の
対
策
は
、

各
電
話
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
／
最
新
の
詐
欺
の
手

口
を
知
り
、
詐
欺
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
最

新
の
特
殊
詐
欺
情
報
は
、
警
視

庁
防
犯
ア
プ
リ『
デ
ジ
ポ
リ
ス
』

で
確
認
で
き
ま
す
／

東
大
和

警
察
署
☎
042
―
566
―
０
１
１
０

へ
。

■
東
京
都
主
税
局
か
ら
の
お
知

ら
せ

◎
来
所
せ
ず
に
手
続
き
が
で
き

ま
す

　
東
京
都
主
税
局
で
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
が
都
税
事
務
所
等

に
来
所
す
る
こ
と
な
く
、
郵
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
手
続

き
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
て
い

ま
す
。
郵
送
や
電
子
に
よ
る
申

告
、
申
請
・
届
出
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
に
よ
る
納
税
方
法
等
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
東
京
都
主
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
に
せ
都
税
メ
ー
ル
・
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
都
税
事
務
所
の
職
員
を
装
っ

て
、
個
人
情
報
を
不
正
に
取
得

し
た
り
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ

う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
不
審
に
感
じ
た
場
合
は

即
答
せ
ず
、
都
税
事
務
所
総
務

課
相
談
広
報
班
（
☎
03
―
５
３

８
８
―
２
９
２
５
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万
が
一

被
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

／

立
川
都
税
事
務
所
総
務
課

☎
042
―
523
―
３
１
７
０
へ
。

妊婦と腰痛PDCA
(動脈管早期閉鎖)について

　妊娠３か月頃から産後６か月頃まで、
リラキシンというホルモンが分泌されま
す。この作用で骨盤や関節の靱帯が緩み、
柔軟性が増します。赤ちゃんの通過を助
ける一方、骨盤が不安定となり腰痛の原
因になります。予防には正しい姿勢を心
がけ、急な起き上がりを避けましょう。
体重増加も腰への負担となるため、食事
管理も重要です。骨盤ベルトは効果的で
すが、正しく装着する必要があるため、
助産師などに相談すると良いでしょう。
それでも痛みが強い場合は薬の使用を検
討します。
　先日、患者様にフェルビナク湿布を処
方したところ、薬局で「相対禁止」と言
われ不安になり再来されました。「相対禁
止」はリスクを上回る有益性がある場合
のみ使用可と説明し、納得いただきました。
フェルビナクはN

エ ヌ セ イ ズ

SAIDs（非ステロイド性
抗炎症薬）の一種で、近年カロナール（ア
セトアミノフェン）も妊娠中期以降は慎
重投与とされています。インドメタシン
など絶対禁止の薬もあります。妊娠中の
自己判断での服薬は避け、医師に相談し
ましょう。
　最後にPDCA(動脈管早期閉鎖)について
説明します。胎児循環は出生後と異なり、
胎盤と臍帯を介してガス交換を行います。
動脈管は未使用の肺を迂回するバイパス
として機能し、出生後に数日以内に自然
閉鎖します。しかし、中期以降にNSAIDs
を誤用すると早期閉鎖を起こし、胎児水
腫や心不全を引き起こす恐れがあります。
薬は用法・容量を守り、正しく使用しま
しょう。

公益社団法人東大和市医師会

〈〈今月の納期〉〉
納期限  ３月31日㈪

・ 国民健康保険税 随時期
随時期・ 後期高齢者医療保険料

問合せは、保険年金課・内線1026まで

・ 介護保険料 随時期
問合せは、介護保険課・内線1136まで

〈
児
童
書
〉

◦

す
い
ち
ゃ
ん
は
い
そ
が
し
い

て
ん
て
ん 

写
真

◦

も
じ
も
じ
モ
ン
ス
タ
ー

ナ
ー
ジ
ャ
，
キ
リ
ー
ロ
バ 

作

◦

探
検
家

ラ
ン
デ
ル
，
キ
ャ
サ
リ
ン 

著

◦

あ
た
た
か
な
手濱

野 

京
子 

作

◦

ひ
ろ
い
海
に

　
ぼ
く
た
ち
は
生
き
て
い
る

長
倉 

洋
海 

作

〈
一
般
書
〉

◦

リ
ュ
ウ
ジ
の
料
理
質
問
箱

リ
ュ
ウ
ジ 

著

◦

睡
眠
の
起
源金

谷 

啓
之 

著

◦

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
／
タ
ッ
チ

オ
ラ
フ
ソ
ン
，
オ
ラ
フ 

著

◦

子
育
て
の
き
ほ
ん

佐
々
木 

正
美 

著

◦

風
の
港

村
山 

早
紀 

著

◦

幸
せ
っ
て
何
だ
ろ
う

 

石
黒 

浩
／
ほ
か 

著

詳細はこちら

7 令和７・３ ・１５ 東やまと市報 市役所☎042−563−2111（代）



国
民
年
金

だ
よ
り

東大和市 LINE 公式アカウント

友だち募集中！
市からのお知らせやイベント
等の情報を LINE でお届け！
右の二次元コードから、「友
だち登録」をお願いします！

　東大和市で一年中合宿が出来る「SAYAMA 
BASE」で陸上競技の長距離合宿を始めて３ 
年になります。 今年の１月には 10 大学から
42 人の選手を集めて合同合宿を行いました。
選手の中には箱根駅伝を走った選手もいまし
たが、ほとんどが指導者のいないチームの中
で自己流のトレーニングをして頑張っている
選手たちです。今回は国立大学の選手が多く、
授業以外にも研究や研修などに時間を取られ
てチームが集まってトレーニングをする時間
はほとんどない中で「もっと速くなりたい」と、
日々頑張っていました。今回の合宿のために
アルバイトをして合宿費を工面した選手も多
くいました。３泊４日の合宿でどれだけ走っ 
ても短い期間で走力が急に上がるものではあ
りません。大切なことは毎日行うミーティング
です。１年間のトレーニングの考え方を徹底
的に教えます。 数回のミーティングでそこを
理解した選手は大幅に伸びていきます。
　この合宿に複数回参加している選手もいま
すが、ミーティングの話を聞き「その話前回
も聞いた」と思う選手と、同じ話でも聞きな
がら再確認する選手では、走っても大きな差
ができます。400m を 25 回走るトレーニン
グのインターバルでは、15 本終わって「あ
と 10 本で終わり」と思う選手と１本ごとに
修正する部分を探し「あと 10 本しかない」
と思うかで同じトレーニングが全く別物にな
ります。 外から見ると見えない部分ですが、
各選手のトレーニングの理解だけで、別のト
レーニングになってしまいます。 選手たちと
話をすると、出来なかったことの反省を話す
選手がほとんどです。
　ミーティングでは「出来なかったことではな
く、出来たことから話しましょう」と話しました。
まずは自分を評価し、出来なかったことは『出
来なかった』ではなく『修正』箇所と考える
こと。それにより、次のやるべきことが見え
てきます。３泊４日で理解した選手が何人い
たのか楽しみです。

（市民記者  大隈広貴）

理解

■
令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年

３
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
７
５
１
０
円
と
な
り

ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
納
付
は
、
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
バ
ー
コ

ー
ド
決
済
に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
２
年
分
や
１
年

分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分

に
つ
い
て
、
前
納
す
る
こ
と
が

で
き
、
前
納
期
間
に
応
じ
て
割

引
に
な
り
ま
す
。

【
現
金
納
付
に
よ
る
前
納
】

◦
２
年
前
納
額40

万
９
４
９
０
円

（
１
万
５
６
７
０
円 

割
引
）

◦
１
年
前
納
額20

万
６
３
９
０
円

（
３
７
３
０
円 

割
引
）

◦
６
カ
月
前
納
額

10
万
４
２
１
０
円

（
850
円 

割
引
）

　
な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納

付
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
令
和
７
年
度
学
生
納
付
特
例

の
受
付
は
４
月
か
ら

　
20
歳
以
上
の
方
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
分
の
申
請
は
４

月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
請
に
は
在
学
期
間
の
確
認
が

で
き
る
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で

す
。

　
申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

過
去
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
申

請
日
よ
り
原
則
２
年
１
か
月
前

ま
で
遡
り
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
が
遅

れ
た
場
合
、
申
請
日
前
に
生
じ

た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る

障
害
に
対
す
る
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額

納
め
た
時
と
比
べ
て
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
方
は
、
該
当
年
度

か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

制
度
を
利
用
し
、
遡
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。

 

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に

は
、
専
用
の
納
付
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
追
納
申
込
書

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
立
川
年
金
事
務
所

☎
042
―
523
―
０
３
５
２
ま
た
は

保
険
年
金
課
・
内
線
１
０
２
８

ま
で
。

東大和市民会館
ハミングホール

▷詳細は、ホームページ（右の二次元コードからアクセス可）をご覧ください。

窓口販売　午前９時～午後８時30分
電話予約　午前９時～午後５時　☎042-590-4414
　　　　　（月曜日休館、祝日の場合は翌日休館）
問合せ　午前９時～午後８時30分　☎042-590-4411
※状況により変更となる場合があります。

発売情報

大・小ホールは令和８年４月分、その他の施設は
令和７年10月分です。なお、市民を対象とした調
整会議は、４月１日㈫午後１時30分から行います。

４月の施設利用申込み
国立音楽大学学生によるコンサート
　「トロンボーンによる春の饗宴」
３月26日㈬正午開演／入場無料

ロビーコンサートvol.288

■ハミングホールレクチャーコンサート
シリーズHUMMINGJAZZNIGHT

３月26日㈬午後７時開
演／小ホール／全席自
由／一 般：1,000円、
友の会：800円 ※「ジ
ャズの聴き方・楽しみ
方講座」受講者は無料
／出演：増圭介（ジャズユーフォニアム奏者）、鈴
木瑛子（ジャズ作編曲家・ピアノ）ほか／曲目：ハ
ミングのテーマ、ひまわり、枯葉 ほか／講座「ジャ
ズの聴き方・楽しみ方講座」との関連企画！ジャ
ズレクチャーコンサートで、ジャズの歴史や変遷を
コンボ編成でお届けします！／未就学児不可

■【速報】イルカコンサート～あいのたね♥まこう！～開催決定
６月１日㈰　詳細未定、詳しくは４月１日発行予定のハミングイベントインフォメーションで発表

■もっとオペラ！オペラの世界～指揮者編
４月13日㈰午後２時開
演／小ホール／全席自
由 ／一 般：1,000円、
友の会：800円／出演：
高橋勇太（指揮者）、古
澤真紀子（メゾソプラノ： 
藤原歌劇団団員）、飯田裕之（バリトン：小田原オペ
ラ代表）、伊藤康英（ピアノ：作曲家・洗足学園音楽
大学教授）／ハミングホール25周年記念公演《ミス
ター・シンデレラ》の上演に先立ち、様々な視点で「オ
ペラ」をひもときます。出演予定の歌い手達による
実際の歌唱も交え、オペラのひと間を鑑賞。みなさ
んも「オペラ通」を目指しませんか？／未就学児不可

市役所☎042−563−2111（代） 8東やまと市報再生紙を使用しています 令和７・３ ・１５見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


